
暑

い

盛

り

の

七

月

末

、

当

社

で

は

例

年

通

り

に

夏

祭

を

斎

行

し

ま

す

。

宵

宮

に

は

献

湯

神

事

、

本

宮

に

は

夏

季

大

祭

を

執

り

行

い

ま

す

。

神

楽

奉

納

は

拝

殿

昇

殿

に

て

承

り

ま

す

。

地

車

巡

行

な

ど

神

賑

行

事

の

詳

細

は

、

境

内

掲

示

に

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

夏

休

み

の

楽

し

い

思

い

出

に

皆

様

で

お

詣

り

く

だ

さ

い

。

夏夏夏夏

祭祭祭祭

神神神神

饌饌饌饌

料料料料

をををを

承承承承

りりりり

まままま

すすすす

神

饌

料

を

賜

り

ま

す

と

、

祭

当

日

に

拝

殿

ご

昇

殿

に

て

神

楽

奉

納

、

撤

下

品

を

授

与

し

ま

す

。

奉

納

者

名

を

を

境

内

の

掲

示

板

に

掲

示

し

ま

す

。

受

付

は

社

務

所

ま

で

。

昨

年

の

秋

祭

は

あ

い

に

く

の

台

風

に

よ

り

、

神

輿

お

渡

り

は

中

止

に

な

り

ま

し

た

。

今

年

は

お

渡

り

が

復

活

し

て

四

年

目

と

な

り

ま

す

。

氏

子

崇

敬

者

様

よ

り

広

く

奉

仕

者

を

募

集

し

ま

す

。

貴

重

な

神

事

に

皆

様

で

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

奉

仕

者

に

は

お

そ

ろ

い

の

法

被

を

ご

用

意

し

ま

す

。

当

日

は

神

社

に

て

お

祓

い

の

後

に

出

発

、

大

宮

地

区

を

約

二

時

間

巡

幸

し

ま

す

。

台

車

に

乗

せ

た

神

輿

を

引

き

綱

で

引

く

の

で

、

年

齢

男

女

問

わ

ず

ど

な

た

で

も

ご

参

加

い

た

だ

け

ま

す

。

巡

幸

後

は

神

社

に

て

直

会

を

行

い

ま

す

。

神

輿

巡

幸

は

大

宮

み

こ

し

会

の

子

ど

も

み

こ

し

巡

行

と

合

わ

せ

て

執

り

行

い

ま

す

。

詳

し

く

は

社

務

所

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

下

さ

い

。
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平
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自

動

車

祓

改

築

・

転

宅

清

祓

地

鎮

祭

な

ど

出

張

祭

典

お

電
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に
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平

成

三

十

年

夏

季

大

祭

七

月

二

十

一

日

土

曜

日

十

一

時

献

湯

神

事

二

十

二

日

日

曜

日

十

一

時

夏

季

大

祭

神

楽

奉

納

（

拝

殿

ご

昇

殿

）

午

後

三

時

～

九

時

夏

祭

は

七

月

の

第

四

日

曜

日

と

そ

の

前

日

土

曜

日

の

二

日

間

で

す

秋

祭

神
輿
お
渡
り
奉
仕

者
の
募

集

こ

と

わ

ざ

は

「

諺

」

と

書

き

、

古

く

は

古

事

記

に

見

ら

れ

る

語

で

す

。

語

源

は

一

説

に

よ

る

と

「

こ

と

(

言

)

」

は

言

葉

、

「

わ

ざ

(

業

)

」

は

神

意

の

宿

る

も

の

を

意

味

し

、

「

諺

」

と

は

神

意

の

宿

る

言

葉

で

あ

る

と

い

い

ま

す

。

親

し

み

あ

る

表

現

で

教

訓

や

風

刺

を

伝

え

る

こ

と

わ

ざ

。

神

様

に

ま

つ

わ

る

こ

と

わ

ざ

を

紹

介

し

ま

す

。

【

捨

て

る

神

あ

れ

ば

拾

う

神

あ

り

】

世

間

に

は

自

分

を

捨

て

る

人

も

い

れ

ば

拾

う

人

も

い

る

。

【

苦

し

い

時

の

神

頼

み

】

普

段

は

神

様

を

拝

ま

な

い

人

も

辛

い

目

に

あ

っ

た

時

に

神

に

助

け

を

求

め

よ

う

と

す

る

人

間

の

身

勝

手

な

様

子

。

【

正

直

の

頭

(

こ

う

べ

)

に

神

宿

る

】

正

直

者

は

必

ず

神

様

の

ご

加

護

に

助

け

ら

れ

る

。

【

神

は

お

見

通

し

】

神

様

に

は

嘘

偽

り

は

通

じ

な

い

。

類

似

語

に

「

お

天

道

様

は

お

見

通

し

」

【

神

も

仏

も

な

い

】

神

も

仏

も

存

在

し

な

い

。

転

じ

て

無

慈

悲

で

薄

情

な

様

子

。

類

似

語

に

「

血

も

涙

も

な

い

」

【

神

は

人

の

敬

い

に

よ

っ

て

威

を

増

す

】

神

様

は

人

の

崇

敬

に

よ

っ

て

威

光

を

増

す

。

神

社

崇

敬

を

重

ん

じ

た

鎌

倉

幕

府

の

掟

『

御

成

敗

式

目

』

に

も

「

神

は

人

の

敬

ひ

に

よ

っ

て

威

を

増

し

、

人

は

神

の

徳

に

よ

っ

て

運

を

添

ふ

」

と

あ

る

。

神
道
ま
め
ち
し
き

～
神
様
に
ま
つ
わ
る
こ
と
わ
ざ
～

右

上

・

献

湯

神

事

の

巫

女

舞

左

上

・

拝

殿

で

神

楽

奉

納

左

中

・

大

宮

地

車

宮

入

左

下

・

中

宮

地

車

宮

入

平

成

三

十

年

十

月

二

十

七

日(

土)

午

後

二

時

三

十

分

集

合(

予

定)

七
夕
か
ざ
り

今

年

も

境

内

で

育

て

た

笹

を

使

っ

て

笹

か

ざ

り

を

し

ま

す

。

色

と

り

ど

り

の

短

冊

に

お

願

い

事

を

お

書

き

下

さ

い

。

七

月

三

日

か

ら

七

日

ま

で

。


